
。ド

「

σ

5／25燭舞．平成1。年

■発行／十日町市役所

　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地
　TEL　O257－57－3”I　FAX52－4635
　Email　tokamaci＠nsv1．tiara．or．lp
　URL　h廿p：／／www．tiara．or．jp／旬tokamaci／

■編集／企画人事課広報広聴係

　
．
鵬

｝
－
『
．　

　
　
　
㈱
…

　
　
　
　
購
・

　
　
　
　
鐡

　
　
　
　
　
ド
　
し
　
し

　
　
　
　
騨

　
　
　
　
ド
ノ

　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
V

　
　
　
　
　
，
　
■

議
審
麹
長

鷺
叢
審

ず
ノ
イ

鱗
　
灘
蕊

験
簿
簸
面

ぞ

レ

次
ー
藁
、

　
灘
“
　
　
鶴

　
審
黙
長

鑑
蔑

　
灘　
蕪
　
　
　
講

郵
．
，

綴

、灘

レ福祉のまちづくり・総合計画策定

　　　　〉昭和町通りが変身

　　　　レ第4回アイリスまつり

　　　〉十日町青年学級・50th

　　　　　〉第40回水道週間

　　　〉税務課からのお知らせ
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わんばく相撲

　　十日町場所
第14回わんぱく相撲十日町場所が5月17

日（日）、武道館を会場に行われました。今回

の大会は、広域6市町村の小学校から47人

の豆力士が参加。それぞれ、4年・5年・

6年生の部に分かれて熱戦を繰り広げまし

た。各部門の優勝者は、4年の部…丸山夏

樹くん（東小）、5年の部…村山匡くん（十

日町小）、6年の部…市村太貴くん（水沢小）

です。また、今大会の上位者を中心にメン

バーを組み、6月21日に見附市で行われる

県大会に出場する予定です。
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　来るべき21世紀の少子・高齢化社会を目前に、我が国では障害

者や高齢者をはじめ、すべての人々が安心して暮らせる地域社会

を築くことが最重要課題になっています。こうした中で十日町市

は平成8年度に厚生省の「障害者や高齢者にやさしいまちづくり

モデル地区」に指定されました。その後、多くの市民の協力と検

討の積み重ねにより「十日町市福祉のまちづくり総合計画」が今

年3月に策定されました。「ふれあいから生まれるやさしいまち」

を目指して策定された福祉のmか年計画をお知らせします。

●

計
画
の
理
念

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
は

平
成
1
0
～
1
9
年
度
に
十
日
町
市
が
取

り
組
む
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
た
も

の
で
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
8
年

に
国
・
県
出
先
機
関
、
学
識
経
験
者
、

障
害
者
等
関
係
団
体
な
ど
の
代
表
者

32

人
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
十
日
町
市

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

を
設
置
。
市
民
多
数
の
協
力
の
も
と

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
総

合
計
画
は
、
福
祉
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
す
。

●
物
理
的
な
障
壁
の
除
去

　
「
障
害
の
あ
る
人
が
家
庭
や
地
域

で
通
常
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
社

会
」
の
実
現
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
）
に
向
け
て
、
社
会
参
加
の
場

で
あ
る
公
共
的
建
築
物
、
交
通
機
関
、

歩
道
、
公
園
等
の
障
壁
の
除
去
（
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
）
を
進
め
ま
す
。

●
福
祉
の
心
の
育
成

　
年
齢
や
障
害
の
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
市
民
相
互
の
触
れ
合
い
に
よ
り
理

解
を
深
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
福

祉
の
心
」
を
育
成
し
ま
す
。

●
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　
す
べ
て
の
市
民
が
計
画
の
方
針
に

の
っ
と
っ
た
多
彩
な
事
業
を
通
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て

基
本
理
念
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
か
ら

生
ま
れ
る
や
さ
し
い
ま
ち
・
十
日
町
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

墓
本
計
画

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
左
記
に
掲
げ
る
5
つ

の
基
本
計
画
を
定
め
ま
し
た
。
各
基

本
計
画
の
概
要
と
、
今
後
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
活
用
い
た
だ
き
た
い
関
連

制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

　　　　　〈計画概念図〉

一新十目町市長期発展計画一
　　　　（第7次十日町而総合計画）
　　　　　基本構想〈H10～19＞
【将来都市像】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　ち
やさしさとふれあいに満ちた活力あふれる都市

一福祉のまちづくり総合計画一
【基本理念】

ふれあいから生まれるやさしいまち・十日町

【墓本方針】

◎障害者や高齢者に配慮した施設整備

◎福祉の心の育成

◎市民参加のまちづくり

【墓本計画】

（1）都市環境の整備

（2）住居環境の整備

③移動・交通環境の整備
（4）市民参加のまちづくりの推進

⑤交流・情報発信の促進

qD
都
市
環
境
の
整
備

　
市
民
の
社
会
参
加
・
交
流
の
場
と

な
る
公
共
的
建
築
物
等
に
つ
い
て
障

害
者
や
高
齢
者
に
配
慮
し
た
整
備
を

進
め
ま
す
。
各
施
設
の
障
壁
を
取
り

除
く
こ
と
で
、
市
民
の
憩
い
と
や
す

ら
ぎ
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

①
公
共
的
施
設
の
障
害
者
や
高
齢
者

　
に
配
慮
し
た
整
備
の
推
進

②
民
問
事
業
所
へ
の
施
設
整
備
支
援

e
住
居
環
境
の
整
備

　
障
害
者
や
高
齢
者
の
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、
身
体

状
況
に
配
慮
し
た
住
宅
の
確
保
や
市

営
住
宅
へ
の
優
先
入
居
、
住
宅
改
善

の
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

①
障
害
者
用
住
宅
・
高
齢
者
対
応
住

　
宅
へ
の
支
援

②
市
営
住
宅
の
障
害
者
や
高
齢
者
へ

　
の
配
慮

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住
宅
相
談
P
R

一誕
　　　　　　　　一

2



り福祉のまちづく

④
屋
根
雪
対
策
の
推
進

⑤
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
支
援

③
移
動
・
交
通

　
　
　
　
　
環
境
の
整
備

　
障
害
者
や
高
齢
者
等
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
日
常
生
活
に
利

用
さ
れ
る
歩
道
整
備
や
各
種
交
通
機

関
を
整
備
し
、
す
べ
て
の
市
民
の
安
全

で
快
適
な
「
移
動
」
を
確
保
し
ま
す
。

①
道
路
環
境
の
整
備
促
進

②
交
通
安
全
施
設
の
整
備

③
公
共
交
通
機
関
の
整
備
充
実

④
手
話
奉
仕
員
の
派
遣

⑤
重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

　
助
成
事
業

⑥
障
害
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引

　
利
用
券
発
行

⑦
障
害
者
へ
の
自
動
車
改
良
費
助
成

⑧
障
害
者
へ
の
自
動
車
運
転
免
許
証

　
取
得
費
助
成

●高齢者・障蕾書向捗住宅轡フ謙一幽補助事業

　ホー幽歪膨ぺ論翻一・の設置癖嚢す麹のi醸り慰駐、段

差解消等の住竈醸造費用健補魏を癒験1薄魏

・対象者：舅体障書蕎霧帳難・髪級諌濾は療育季帳撫の齎持
　　　　　者及び65歳以嚢認窮体機能懸緩華縷た高齢書ガい
　　　　　る世欝鐙、世幣藁の前奪の奴入合計が㊧00冠円朱満

　　　　　の世欝。
・補助金額：生活保護糧帯　範0％補励《補助限度額耀00万円）

　　　　　藤得菲課税轡帯75％補髄養補助限慶額75ゐ円）
　　　　　藤得税課税世帯駒％補助（補動隈度額50濾円）

●障害者等住宅整備資釜貸付制度
　障馨者に対応しだ住電の新築時1こ蟹測懸資叢融資を

行います。

・対象者：身体障審蕎手帳窪～4級、
　　　　　療育手帳Aの所捲者等と同居する世帯。
・融資対象：障害蓄の專爾居室等の増築・改造に要する費爾。

・融資金額：250万円以内　・利率：2．0％

●売雪住宅づくり資金
　融雪式・耐雪式・落雪式住竈の新築・増改築につ儲

て低利融資を行いますQ　（悶合せ一建設課建築建竈係）

・融資釜額：500万円以内　・利率：3．0驚

●克雪住宅普及促進事業
　融雪住宅・耐雪住宅の新築・購入または改良を行う

場合補助を行います。　　（悶含せ一健設課建築住竈係）

・補助金：鷺戸当たり44万円以内

㊨
市
民
参
加
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進

　
人
と
人
と
が
触
れ
合
い
、
支
え
あ

う
、
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

福
祉
の
心
を
育
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

①
啓
発
活
動
の
推
進

②
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
お
け
る

　
取
り
組
み
強
化

③
「
障
害
者
週
問
」
に
お
け
る
講
演

　
会
等
の
取
り
組
み

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑤
交
流
・

　
　
情
報
発
信
の
促
進

　
十
日
町
市
を
訪
れ
る
障
害
者
や
高

齢
者
等
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
と
と

も
に
、
人
に
や
さ
し
い
福
祉
社
会
を

　
　
　
　
、

実
感
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
進

め
、
交
流
を
通
し
た
情
報
の
発
信
を

し
ま
す
。

①
障
害
者
に
配
慮
し
た
宿
泊
施
設
の

　
整
備

②
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
と
障

　
害
者
雇
用
の
促
進

③
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
創
設

④
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
作
成

⑤
障
害
者
と
の
交
流
拠
点
整
備

　
　
　
灘
劉
　
心
備
成
、

鱗
叢
轟
灘
羅

　
　
整
の
糎
ゾ
成
的
先
マ
布

市
騨
書
採
　
が
り
の
載
障

欝
欝
鑑
繕

●
フ
　
し
擶
●
　
に
状
じ

■
計
画
内
容
等
の
問
い
合
わ
せ
は
健

康
福
祉
課
障
害
援
護
係
（
智
5
7
1
3

1
1
1
内
線
1
3
4
）
へ
。

～
．
、

護
　　帖帖　　　悔楯　　　・　嘱　　　，鰻

隔
鐵
懸
灘
縫

　　　　　　　　　　　　　　　離　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　撚　　　　　　　鞍　　　　　　準　　　　　　　　　囁

　喫茶「ポレポーレ」はスワヒリ語で

「ゆっくりゆっくり」という意味です。

　場所は十日町保健所の真向かいで、

4月に開所した精神薄弱者通所授産施

設「なごみの家」の2階にあります。

　喫茶では施設で作られるクッキーや

パン・紙漉製品等も販売しています。

営業時間は午前10時から午後5時。毎

週水曜日が休みで土曜日・日曜日は営

業しています。見学がてらぜひお立ち

寄りください。お待ちしています。

平成10年5月25日号3
1
卜
1
卜

1
｛
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艶雲　廻謹覇霞
麗醐垂　繊　　瓢
　10目（日）正午。祝砲を合図に昭和町1・3
　両側でテープカットが行われました。

　　　　懸灘職懸疑鮒齪鶴

講難／

諦
養
箋
N
．
・

、
鐘

撫
，

ット。商品も豊富、

、
黛
響

　
　
　
．
罫

鰹

灘
灘
フ
に

　
　
　
㎜
の
大

歩行者天国
買い物客で

智泉寺山門前は、桜とケヤキの大木が大
切に残されたポケットパークに。耕模様
をデザインしたタイル敷きの融雪歩道は、

安全のために全線に車止めが並びます。

　　な

ぜ
　　か

歩
昭み
和が
町　、

通ゆ
　　つ

亦り

舅に

、
昭
和
町
1
・
2
・
3
丁
目
の
市
道
川
治
昭
和
町
線
が
、
夏
冬

通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
歩
け
る
道
路
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
十
日
町
市
の
街
路
事
業
お
よ
び
、
昭
和
町
通
り

商
店
街
協
同
組
合
（
勝
又
泰
助
理
事
長
）
の
共
同
施
設
事
業
に

よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
「
き
も
の
、
文
化
、

自
然
、
ふ
れ
あ
い
の
商
店
街
づ
く
り
」
を
願
い
に
、
歩
道
融
雪
、

カ
ラ
ー
舗
装
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
街
路
灯
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ

ァ
ニ
チ
ャ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
づ
く
り
は
平
成
3
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。
市
や
県
等
の

関
係
機
関
と
じ
っ
く
り
話
し
合
い
を
進
め
な
が
ら
地
元
の
考
え

が
随
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
計
画
が
ま
と
ま
り
、
9
年
度
の
工

事
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
事
業
費
は
1
8
億
円
。

　
5
月
1
0
日
㈲
に
は
開
通
式
が
行
わ
れ
、
歩
行
者
天
国
に
は
大

勢
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

《
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
無
羅

街
路
灯
は
「
き
も
の
で
歩
け
る
街
路
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
風
デ

ザ
イ
ン
。
歩
行
者
の
足
下
を
照
ら
す
常
夜
灯
も
付
い
て
い
ま
す
。

街路樹のナナカ
の若葉、初夏の
紅葉、初冬の赤
計33本植えられ

㈱
鐵

石灯篭型の照明。四季のイベントでは常設のライトアップ
施設が山門周辺を浮かび上がらせます。

十日町高校入口のポケットパーク。ベンチを
兼ねた目時計が時を教えてくれます。

4



第4回灘轄鱗聡麟畿懸藤醸一酬繊
　　　　　　　　　　　　馬糊㊤
、酪種麗瑠零の灘盤鷺マ粥躍擢リス 翼粘のま栂藩糞綴嬢撃簗一羅無羅》

　翻1翻顯翻舗　餐場影ツオー騨総嚢鍵翻一

畿藻辮饗馨轟羅、奮蘇毒、カル［コ灘・トチ棄

縢聞饗先藷i罐難・灘懇灘婁籐一灘鐵毒難漏

雌蟻難圏欄繰瞳翻辮穣斯1欄
■魑鑑醐織

、礁叢灘醒講錐諜灘簗〈無料〉、

■懸翻隔㈱ 懸麗藻繍㈱薫養欝6：麗羅灘一馨盤鑑難羅議晦

贋撰擬鐵鰹0曝舗麗※3徊．爲趨欝灘麟蝦艦　　薫鱗闘顯薗熱観騒羅難翻＞
鰭鱒一鱗，麗　葉奮灘醗鱒　欝關嚢難幾前

鵬罵顯㊧ ■張欝翻藻擦一遷鷺飛癒鞠㈱一縣騒．鱒・

ロ灘灘謹謙護力懸謎響難蒔馨羅謙羅繋　

　鐙鱒翻露鱒難嚢難鱒．鐙o～）　磐調繋謁，麗麟鯛

■窯鯉灘羅鍵響攣藻毅諜　矯0：③⑧一鞭麗螺藁羅緩舗一灘

　萎翻嚢／1，⑳翻薦　定員／60ぺ葺、－

　”鎌　翻隊主催蓄が用意し驚も磯難捷翻．1

薩おて諜廟黙ウォー1繋嚢リー饗無繕繋

　・織睡調2：0暇翼調130一響灘辮騒鵜本部）
■べ撫ナ曇羅雛施諜鑓経饗7一く蕪響灘

　維團1難翻灘鱒一鍵團駐網3蓑麟團繋

F糧藤叢踊，鱒翻．織醗襲簿鰻襲蒲識㈱綱
糧欝グリ糞簗鑛繋藩羅撰凱還雛一籍蓬縢濃雛

　　　　　　　　　　　　　　魏⑳10轡一鱗鯛　詮國都議緑羅1鑑舗灘叢羅エア業聯饗

　難一嚢隣辮繋榮婁，

・墨ミ譲難團購鋸羅蒙騰導糞擬難嚢縦i撫翔難藻

　竹鱒　・難霞翻　会場灘認蒙騨鐵翻周麹一P

量鞍藝糀曝載室く無料盤

睡轄憩蜘：0饒2翻翻麹翻饒

■岡薄轍日（日）

■鰯月鴎圖鰻

鱒薮リコ擦ター遊覧難織　鰻麗　魑o㊦

　糧金爆難蝶騰麟醜醐．聾鱗縫顯学生以下藝鍮欝鞠翻

■簾讐回あ羅諜瓢善劇謙灘一繊鐵座公潔雛無糧夢　『

　騒整韓簗麹物語　一理懇都鞠語灘一ド3一遡　、

　鱒．㈱一離⑳⑳※諏圏鱗聡囎一韓⑳o

　鍛錫灘辮灘一籔蜷難灘灘一

黙懸響叢難灘斡．幾造、鞭難叢鰻灘銀座のし緩灘踊灘

灘繰馨蠣曝轟欝笑鱗の数聯麟

騰鵡羅蝦霧イオ施設見鼎轡アー羅難翻簾『

　鋼園難獺二〇〇一　2回目／権麗瀬

璽馨穂無灘懸雛・｛選掬r蕪傘

　盤翻～η2●Q㊥誰410轡～1霧翻

鷹驚慰たも気軽に巻馨の叢賑糀鱗欄灘　鞠繭一14：00　1

　農付誕鎌チ纏覆国ンド鍵羅鰭輔鐵

　董麹灘騒小鞠まですべ藩捗一ビス織

雛薦整霧びっ子爆場　聰00～構iO◎　難饗ラウン麟

　醗瞠羅難一醤．華響懸藝識螺鍵終嘩携戦。賞贔鐸数．

　
今
年
、
十
日
町
青
年
学
級
は
5
0

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
勤
労
青
少
年
の
学
び
の
場
と
し

て
昭
和
2
3
年
に
開
設
さ
れ
、
以
来

公
民
館
を
拠
点
に
半
世
紀
の
間
休

む
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
各
地
域
で
の
学
級
活
動
が
低

迷
す
る
中
、
県
内
は
も
と
よ
り
全

国
的
に
も
珍
し
い
活
動
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
、
焼
き
物
や
写
真
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
コ
ー
ス
別
学
習
を

べ
ー
ス
に
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
や

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
自

治
会
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
市

内
に
暮
ら
す
若
者
た
ち
の
心
の
拠

り
所
と
し
て
、
ま
た
出
会
い
の
場

慧雛

50th
鑛　携

青
年
学
級
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
5
0
年
の
あ
ゆ
み
照

青
年
学
級
は
5
0
　
　
と
し
て
若
い
仲
間
が
学
ん
で
い
ま

。
　
　
　
　
　
　
　
す
。

学
び
の
場
と
し
　
　
　
こ
の
5
0
年
の
間
に
青
年
学
級
を

設
さ
れ
、
以
来
　
　
卒
業
し
た
仲
間
も
7
千
人
を
数
え
、

半
世
紀
の
間
休
　
　
中
に
は
自
分
の
息
子
や
娘
が
入
り

ら
れ
て
き
ま
し
　
　
親
子
2
代
の
青
年
学
級
生
と
い
う

学
級
活
動
が
低
　
　
の
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
級

ほ
も
と
よ
り
全
　
　
で
学
ん
だ
様
々
な
知
識
や
活
動
は

活
動
と
し
て
知
　
　
各
地
域
の
活
動
等
に
生
か
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
町
づ
く
り
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

物
や
写
真
、
パ
　
　
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ー
ス
別
学
習
を
　
　
　
そ
こ
で
、
5
0
年
と
い
う
大
き
な

ー
キ
ャ
ン
プ
や
　
　
節
目
を
迎
え
る
青
年
学
級
を
よ
り

テ
ィ
ー
な
ど
自
　
　
多
く
の
方
々
か
ら
祝
っ
て
い
た
だ

に
行
わ
れ
、
市
　
き
た
い
と
1
0
月
2
5
日
㈲
、
ク
ロ
ス

だ
ち
の
心
の
拠
　
　
1
0
を
会
場
に
記
念
式
典
を
開
催
す

た
出
会
い
の
場
　
　
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
て
昨
年
秋
に
は
実
行
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
会
を
組
織
し
、
各
年
代
ご
と
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
簿
の
作
成
や
記
念
誌
づ
く
り
を
進

画
．
翌
，
　
　
　
　
式

　
　
　
　
　
幕
　
　
め
て
い
ま
す
。

　
　
、
・
・
．
藝
　
画
　
　
　
今
後
、
よ
り
具
体
的
に
式
典
の

欄
　
牒
　
　
．
灘
式

　
　
．
覇
議
簿
含
　
　
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

騰
麟
螺
㌘
日
町
市
公
民
館

　
　
巌
灘
擁
糞
　
　
　
　
　
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。
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1　

1　　

1
1
1

i
i

謝
羅

　
　
騰

難
醗

灘
灘

糞
　
　
…

醸
4
0
回
　
道
b

騰

撒
　
螂

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

懸簸
　
　
　
　
　
　
癬
、

嚢
難
鐡
灘
禰
　
　
　
　
　
撚
，

　
　
　
　
　
　
醐

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

騨
　
継
　
　
撒

、
灘
鞭

購
鞭

水
道
の
現
状

◆
上
水
道

上
水
道
事
業
は
、

繍
鰯
難

　
　
　
難
．
鞭

撚
燃
∞
㈱
　
徽
　

　
　
騰
、
鎌
　
、

雛
羅

灘
彗

繍
灘
覇
　

嚢灘繊
騰

蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
32
年
に
給

水
を
開
始
以
来
、
社
会
経
済
の
発
展
、

生
活
水
準
の
向
上
な
ど
に
よ
る
需
要

の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
3
回
の
拡

張
事
業
を
行
い
、
現
在
、
十
日
町
・

中
条
・
川
治
の
平
場
地
区
に
給
水
を

　
曲
　
現
　
日
　
31
合
月

ル
リ
　
　

害
年

況
－
o
状
成
囎
倖
遡砿肺相■

区　　　分 給水人口（人） 割合（％）

上　　水　　道 27，839 62．12

簡易　水道 15，722 35．09

小規模水道 63 0．14

自家用水のみ 1，188 2．65

人　　　　　口 44，812 100．00

水
道
で
今
臼
も
安
心
水
あ
る
く
ら
し

　
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
を
支
え
る
必
要

不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

◆
簡
易
水
道
・
小
規
模
水
道

　
上
水
道
給
水
区
域
外
に
お
い
て
は
、

簡
易
水
道
2
1
施
設
と
小
規
模
水
道
2

施
設
が
整
備
さ
れ
、
1
日
2
4
時
間
い

つ
で
も
必
要
な
量
の
水
が
使
用
で
き

ま
す
。
今
年
4
月
か
ら
八
箇
地
区
簡

易
水
道
が
完
成
し
、
新
た
に
笹
ノ
沢
、

長
里
、
椌
木
の
3
集
落
に
給
水
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

施
策
の
方
向

◆
水
道
施
設
の
整
備

　
配
水
管
網
の
整
備
や
老
朽
管
の
更

新
を
す
る
た
め
、
道
路
改
良
事
業
や

　
　
　
か
ん
き
ょ

下
水
道
管
梁
布
設
事
業
に
合
せ
て
、

配
水
管
の
布
設
や
布
設
替
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
源
の
安
定

確
保
の
た
め
、
取
水
能
力
が
低
下
し

た
水
源
や
老
朽
化
が
進
ん
だ
ポ
ン
プ

施
設
、
浄
水
施
設
の
整
備
を
行
い
ま

す
。◆
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消

　
現
在
、
市
内
の
山
間
地
に
水
道
未

普
及
地
域
が
1
7
集
落
あ
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
な
ど
を
計
画
的
に
整
備

し
て
、
未
普
及
地
域
の
解
消
に
努
め

て
い
ま
す
。

経
営
の
健
全
化

◆
水
道
事
業
の
独
立
採
算
制

　
上
水
道
は
地
方
公
営
企
業
法
が
適

用
さ
れ
、
水
道
事
業
の
経
費
は
原
則

と
し
て
、
そ
の
公
営
企
業
の
経
営
に

伴
う
収
入
を
あ
て
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
夢

　
水
道
事
業
の
独
立
採
算
制
は
、
一

般
私
企
業
の
経
営
に
準
じ
て
、
水
道

サ
ー
ビ
ス
の
原
価
を
そ
の
受
益
者
に

求
め
る
、
い
わ
ゆ
る
受
益
者
負
担
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

◆
経
営
の
健
全
化

　
現
在
の
水
道
料
金
は
、
昭
和
6
0
年

4
月
に
改
定
さ
れ
て
以
降
据
え
置
か

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
集
金
制
度
を
廃
止
す
る

な
ど
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
将
来
の
維
持
管
理
費
を
見
越
し

た
料
金
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
軽
減

田
目
圏
住
宅
用
地
に
は
申
告
に

よ
り
次
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
　
▼
小
規
模
住
宅
用

地
（
2
0
0
㎡
以
下
）
課
税
標
準
額

H
評
価
格
の
6
分
の
ー
▼
一
般
住
宅

用
地
（
2
0
0
㎡
超
）
課
税
標
準
額

H
評
価
格
の
3
分
の
ー

■
都
市
計
画
税
　
▼
小
規
模
住
宅
用

地
（
2
0
0
㎡
以
下
）
課
税
標
準
額

ロ
評
価
格
の
3
分
の
ー
▼
一
般
住
宅

用
地
（
2
0
0
㎡
超
）
課
税
標
準
額

擁
評
価
格
の
3
分
の
2

※
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

　
平
成
9
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
で
税
額
の
据
え
置

き
や
引
き
下
げ
と
な
る
土
地
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
税
で
は
「
本
来
の
課

税
標
準
額
で
算
出
さ
れ
た
税
額
」
と

「
据
え
置
き
ま
た
は
引
き
下
げ
後
の

課
税
標
準
額
で
算
出
さ
れ
た
税
額
」

と
を
比
較
し
て
「
超
え
る
税
額
」
が

減
額
さ
れ
ま
す
（
n
年
ま
で
）
。

［
恩
］
　
一
定
の
要
件
（
床
面
積

等
）
を
満
た
す
新
築
住
宅
に
は
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。

■
減
額
す
る
税
額
（
固
定
資
産
税
）

　
①
居
住
部
分
の
1
2
0
㎡
ま
で
に

　
相
当
す
る
税
額
を
2
分
の
ー
に
減

　
額
②
1
2
0
㎡
以
下
の
場
合
は
、

　
課
税
さ
れ
る
税
額
の
2
分
の
ー
を

　
減
額

■
減
額
す
る
期
間
①
一
般
の
住
宅

　
（
②
以
外
の
構
造
）
↓
新
築
後
3

　
年
②
3
階
以
上
の
耐
火
構
造
・
準

　
耐
火
構
造
住
宅
↓
新
築
後
5
年
間

※
1
0
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
要
件

の
一
つ
で
あ
る
床
面
積
の
上
限
が
2

0
0
㎡
か
ら
2
4
0
㎡
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
要
件

は
9
年
1
月
2
日
以
降
に
新
築
さ
れ

た
家
屋
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
県
民
税
の

納
入
期
限
等
の
変
更

　
特
別
減
税
の
追
加
措
置
に
伴
い
、

10

年
度
分
市
県
民
税
の
納
入
期
限
等

の
取
り
扱
い
が
今
年
度
に
限
り
次
の

よ
う
に
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
特
別
減
税
額
（
当
初
と
の
合
計
額
）

　
所
得
割
の
み
が
減
税
対
象
▼
納
入

　
義
務
者
本
人
H
1
万
7
千
円
▼
扶

　
養
者
一
人
当
た
り
H
8
千
5
百
円

■
納
入
期
限
　
①
特
別
徴
収
分
（
給

　
料
天
引
き
の
人
）
7
月
～
来
年
5

　
月
②
普
通
徴
収
分
（
個
人
で
納
め

　
る
人
）
第
1
期
H
7
月
31
日
、
第

　
2
期
以
降
は
変
更
な
し

■
所
得
証
明
書
等
の
発
行
　
①
特
別

　
徴
収
者
“
6
月
1
5
日
か
ら
②
普
通

　
徴
収
者
H
7
月
1
5
日
か
ら
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水
質
検
査
結
果
（
取
麟
）

　
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
す
べ
て
の

項
目
で
基
準
値
を
ク
リ
ア
し
、
安
全

な
水
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
b

■
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連

す
る
項
目

　
水
道
水
と
し
て
有
す
べ
き
水
質
を

確
保
す
る
た
め
、
生
活
利
用
上
あ
る

い
は
水
道
施
設
の
管
理
上
支
障
が
な

い
水
準
と
し
て
設
定
さ
れ
た
項
目
で

す
。■
健
康
に
関
す
る
項
目

　
生
涯
に
わ
た
り
、
連
続
的
な
摂
取

を
し
て
も
、
健
康
に
影
響
が
生
じ
な

い
水
準
を
基
と
し
、
安
全
性
を
十
分

考
慮
し
て
設
定
ざ
れ
た
項
目
で
す
。

■健康に関する項目（29項目）

分
類
等
検登項國 国⑳承輩氷質墓準値

票磁麟灘月検甕
歪氷道管蒙給水樹く

　慮水し生梶　　示は床小O示小日小　ノ」￥
身髪ξ響唇　響査著渠習葉募塞漢質
設基・わ関　し施たと　がる準に検
書む簾ぢ茗　護馨戦身　享！箏奮査
れ・に・項　定管生有　べがクら結

罐撫目繹瓢齢擾塁　目性が的　　　た支用き　　状りしす　　取
　でを生な　　　項障上水　　にま　’べ梅水
　す十じ摂　　　　目があ質　　関す安て　沢地
　o分な取　　　でなるを　　連　o全の　）

■水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

病
原
震
物

一　　般　・細　　菌 1m2中100以下 0
大　　腸　　菌　　群 検出されないこと 検出されず

無
機
物
質
・
重
金
属

カ　　ド　ミ　ウ　ム 0．01mg／2以下 0．Oo1未満

水　　　　　　　銀 0．0005mg／2以下 0．00005未満

セ　　　　レ　　　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満

鉛 0．05mg／2以下 0，003

ヒ　　　　　　　素 0．01mg／2以下 0，001

六　価　ク　ロ　ム 0．05mg／2以下 0．005未満

シ　　　　ア　　　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満

硝酸・亜硝酸性窒素 10mg／2以下 0．3
分
類
等
検査項目 国の示す水質基準値

平成1◎隼3月検査
上水道管末給水栓水フ　　　ツ　　　素 0．8mg／2以下 0．08未満

一
般
有
機
犯
学
物
質

四　塩　化　炭　素 0．002mg／2以下 0．0002未満

毯

亜　　　　　　　　鉛 1．Omg／2以下 0．01未満

1．2一ジクロロエタン 0．004mg／2以下 0．0004未満 鉄 0．3mg／2以下 0．03未満

1．1一ジクロロエチレン 0．02mg／2以下 0．002未満 銅 LOmg／2以下 0．Ol未満

ジクロロメタン 0．02mg／2以下 0．002未満 マ　　ン　　ガ　　ン 0．05mg／2以下 0．005未満

シスー1．2一ジクロロエチレン 0．04mg／2以下 0．004未満

味
覚

ナ　　ト　リ　ウ　ム 200mg／2以下 12

テトラクロロエチレン 0．01mg／¢以下 0．001未満
塩　素　イ　オ　ン 200mg／2以下 9．9

1．1．2一トリクロロエタン 0．006mg／2以下 0．0006未満
硬度（カルシウム・マグネシウム等） 300mg／2以下 60

トリクロロエチレン 0．03mg／2以下 0．001未満
蒸　発　残　留　物 500mg／2以下 140

ベ　　ン　　ゼ　　ン 0．01mg／2以下 0．001未満
有機物（過マンガン酸力リウム消費量） 10mg／2以下 0．7

消
毒
副
盤
載
物

ク　ロ　ロ　ホ　ルム 0．06mg／2以下 0，006
発泡 陰イオン界面活性剤 0．2mg／2以下 0．02未満

ジブロモクロロメタン 0，001
1；こ

お
い

1．1．1一トリクロロエタン 0．3mg／¢以下 0．001未満
ブロモジクロロメタン 0．03mg／2以下 0，004

フ　ェ　ノ　ール類 フェノールとして0．005mg／2以下 0．005未満
ブロ　モ　ホ　ルム 0．09mg／2以下 0．001未満

総トリハロメタン 0．1mg／2以下 0，011

墓
礎
的
盤
状

P　　　H　　　値 5．8以上8。6以下 7．2

農
　
薬

1。3一ジクロロプロペン 0．002mg／2以下 0．0002未満 味 異常でないこと 異常なし

シ　　マ　　ジ　　ン 0．003mg／2以下 0．0003未満 臭　　　　　　　　気 異常でないこと 異常なし

チ　　ウ　　ラ　　ム 0．006mg／2以下 0．0006未満 色　　　　　　　　度 5度以下 1未満

チオベンカルブ 0．02mg／2以下 0．002未満 濁　　　　　　　　度 2度以下 0．5未満

■水道水が有すべき性状に関連する項目（17項目）

　
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、
次

期
か
ら
の
支
払
い
が
停
止
に
な
り
ま

す
。
下
記
に
よ
り
、
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
人
（
受
給
者

本
人
の
印
鑑
等
を
持
参
）
の
提
出
も

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
ど
う
し
て

も
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
6
月

30

日
㈹
ま
で
に
市
民
生
活
課
国
民
年

金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
勿
持

参
す
る
物
H
児
童
手
当
現
況
届
・
印

鑑
・
健
康
保
険
証
・
年
金
加
入
証
明

（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）
笏
問
合

せ
“
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

講象地区 期　臼 時　闇 会　場

水　沢　地　区
6月16日
（幻

13：30～15：00
水沢地区

公民館

下　条　地　区

6月17日

㈱

9：00～11：30
下条地区

公民館
中　条　地　区

〔雛癖〕 13＝30～15＝00
中条地区

公民館

十日町・川治・
六箇・吉田・新座・

大井田地区

6月18日

㈲
9二〇〇～15＝00 市役所

　
入
院
中
の
食
事
代
は
患
者
負
担
で

す
が
、
市
民
税
の
非
課
税
世
帯
の
人

が
入
院
す
る
と
食
事
代
の
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
入
院
す
る
病
院
に
「
減

額
認
定
証
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
人
も
有
効
期
限
が
5
月
31
日
ま
で

で
す
の
で
、
更
新
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
笏
受
付
H
6
月
1
6
日
㈹
～

笏
場
所
師
市
民
生
活
課
国
保
係
窓
口

笏
持
参
す
る
も
の
H
〈
国
保
世
帯
〉
①

保
険
証
②
印
鑑
〈
老
人
保
健
該
当
者
〉

①
保
険
証
②
印
鑑
③
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
※
た
だ
し
社
会
保
険
等
で

扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
笏
更
新
者
目
前
記
の
ほ
か
に
現
在

お
持
ち
の
減
額
認
定
証
鞍
問
合
せ
“

市
民
生
活
課
国
保
係

匿　　　　鐙 負麺額綱

一　　　　　　般 760円

非市
課民
税税
世
帯

90日までの
入院 650円

90日を超え
る入院 500円

市民税非課税世帯
の老齢福祉年金の
受給権者

300円

平成10年5月25日号7
l
l
l
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｝

§ ii掩
l　l

」
雪
の
国
の
き

今
日
よ
り
す

明
日
を
夢
み

今
日
に
限
り

　
誌
躍

感
謝
を
難
述

働
け
る
こ
と

念
じ
て
や
ま

諜

難　
霧
　
　
諜

難

鑛

鍵

欝

諜

灘　　懇

管理収納係

市民税係
資産税係

市　民係

国民年金係

国保係

生活環境係

獲

叢

霧

灘

謙

饗

灘

鎌

保健予防係

健康増進係

児童家庭係

／／

／／

高齢福祉係

障害援護係

農業振興係

林政農災係

農地係

〃

総合整備係

講　縷　灘　灘　灘　一
私たちの税金
　生活に密接につながる税金。税金のしくみ、

　そして皆さんからいただく住民税、固定資産
　税、都市計画税、その他の諸税について紹介
　します。

皆さんの生活に密着した市民課窓ロ
　戸籍、印鑑証明などの申請手続き、市民相談
　について紹介します。

老後を支える国民年金
　高齢化社会を安心して暮らすために、なくて
　はならない年金の内容について紹介します。
相互に支え合う国民健康保険
　入院・通院したときの医療費の一部負担金に
　ついて紹介します。

進めよう環境美化
　平成9年4月に「ポイ捨て禁止」を含んだ環
　境づくり条例がスタートしました。市民も訪
　れる人も気持ちよいまち、そうした環境美化
　への取り組みについて紹介します。

　
者
わ
つ
　
　
に
が
い
　
　
・
　
　
で
応
　
　
談
皆
度
　
　
一
生
保
　
　
者
障

　
害
行
に
　
　
年
見
つ
　
　
設
　
　
ま
に
　
　
相
る
制
　
　
サ
や
護
　
　
弱
宅

す
障
に
業
　
　
　
。
発
に
　
　
施
　
　
歳
談
　
　
の
す
の
　
　
イ
食
介
　
　
薄
在

ま
神
点
事
　
　
ん
期
診
　
　
の
　
　
1
8
相
　
　
般
守
）
　
　
テ
給
、
　
　
神
、

り
精
拠
流
　
　
せ
早
検
　
　
そ
　
　
ら
の
　
　
全
厳
員
　
　
ス
問
ス
　
　
精
要
。

ま
た
を
交
　
　
ま
は
な
　
　

。
　
　
か
題
　
　
祉
を
委
　
　
卜
訪
ビ
　
　
た
概
す

始
し
」
域
　
　
り
ン
々
　
　
す
　
　
児
問
　
員
福
一
童
　
　
　
一
￥
『
　
　
し
の
ま

が
成
有
地
　
　
な
ガ
様
　
に
で
　
　
幼
諸
　
委
、
シ
児
　
ス
ヨ
に
サ
。
　
成
」
し

業
完
妻
、
　
　
ば
に
る
　
め
場
。
　
乳
の
　
童
り
バ
・
　
ビ
シ
心
な
す
り
完
家
介

事
に
ル
援
　
制
れ
特
い
　
た
交
す
　
（
て
　
児
お
イ
員
　
一
②
中
々
ま
く
に
の
紹

援
い
ゼ
支
　
体
け
、
て
　
る
社
ま
室
ん
い
　
・
が
ラ
委
。
サ
遣
を
様
し
づ
い
み
て

支
か
ン
活
　
診
な
ク
つ
　
て
の
し
談
さ
つ
　
員
員
プ
生
す
祉
派
ス
ど
介
ち
か
ご
い

活
向
工
生
。
検
ら
ツ
行
　
育
ち
介
相
供
に
　
委
委
。
民
ま
福
一
ビ
な
紹
ま
向
な
つ

生
所
「
常
す
種
守
工
で
。
を
た
紹
庭
子
育
　
生
の
す
（
し
宅
パ
『
業
て
い
所
「
に

域
健
設
日
ま
各
で
チ
市
す
ち
供
て
家
る
養
。
民
人
ま
者
介
在
ル
サ
事
い
し
健
設
業

地
保
施
や
し
、
分
康
。
ま
た
子
い
か
け
の
す
か
8
5
い
力
紹
な
ヘ
イ
付
つ
さ
保
施
事

者
の
産
談
介
一
自
健
す
し
供
は
つ
す
お
）
ま
す
は
て
協
て
か
ム
デ
給
に
や
の
産
援

害
町
授
相
紹
第
は
は
で
介
子
所
に
で
に
年
い
で
に
じ
の
い
ま
一
③
具
度
に
町
授
支

障
原
所
る
て
が
康
度
切
紹
な
育
容
知
庭
少
て
じ
内
応
ん
つ
こ
ホ
ス
用
制
者
原
所
者

神
塚
入
れ
い
防
健
一
大
て
発
保
内
存
家
の
じ
存
市
に
さ
に
め
①
ビ
活
険
害
塚
通
害
生産調整推進対策のあらまし
　食糧法の施行後も引き続き市内農業に大きな
　影響を与えている生産調整の内容と必要性に
　ついてお話をし、今後のよりよい取り組み方
　法を紹介します。

豊かな郷士を守る治山・林道事業
　林道の開設・舗装事業を中心に林道の役割を
　紹介します。また、治山事業の補助メニュー
　と災害が起きた場合の復旧までの流れを紹介
　します。

農業生産基盤整備を核とした農村づくり
　田畑を耕作しやすいようにするために、水路
　や農道も含めた様々な改良の方法について紹
　介します。

ほ場整備の進め方
　利用しやすい田畑を造るための工法や手続き
　を紹介します。

快適なくらしの農村環境整備
　農道や農業用水路の改良・改修や、農村地域
　の下水道事業について紹介します。

1鱗　鱒筋藻灘羅麟難
市般所業嚢紹奔講座監．睡獲

　「今、どんな仕事を進めているんだろう」「市役所の仕事

は、どうも分かりにくい」。そうした市民の皆さんの声を聞

くことがあります。そこで、皆さんに広く業務内容を知っ

ていただければと、今年度も「市役所業務紹介講座」を始

めます。

　各課の現場担当の係長が中心になって、講座を希望され

る地域・団体などに出向いてお話をします。講座のメニュ

ーは一覧表のとおりです。じっくりとご覧になり、ぜひ声

をかけてください。

■対象おおむね10人以上の皆さんが集まってくださる、

　　　　地域・団体・グループ等におじゃまします。

■実施日

■時　間

場
先
　
込
会
申

■
　
■

6月1日（月）から始めます。

午前9時から午後10時の問です。（講座時間は、

おおむね90分）

指定された会場に出かけます。

企画人事課・広報広聴係（智57－3111内線213・

214）へ申し込み（電話可）ください。

諜

簸

鑛

顯

灘

繋

譲

総

欝

灘　　麟

人事秘書係

広報広聴係

企　画係

〃

懸

総務管理係

文書統計係

財政係

管財係

講 i灘　鑛 ＿　　灘i

　
陳
　
●
　
願
　
請
。

　
の
す

　
ら
ま

　
か
し

　
ん
介

役
さ
紹

ブ
皆
て

イ
。
い

パ
営
つ

の
運
に

と
、
ど

市
成
な

と
構
方

民
の
り

市
会
や

は
議
の

会
市
情

議

市の組織と行政改革
　行政組織と行政改革大綱（平成8年3月策定）
　の内容・取り組みについて紹介します。
すてきな姉妹都市・コモ市
　昭和50年2月に姉妹都市を結んだイタリア・
　コモ市。国際化にある今日、交流の経緯や活
　動内容、コモ市の街の様子を紹介します。・
新十目町市長期発展計画
　平成10年度からスタートした新たなまちづく
　りの計画「新長期発展計画（10年度～19年度
　の10か年）」の内容について紹介します。
ニューにいがた里創ブラン
　十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、

　松之山町の圏域6布町村が協力し合って進め
　ている新たな圏域づくりの計画について紹介
　します。

いざという時の防災体制
　平常・警戒・災害時の防災体制、防災計画に
　ついて紹介します。

地縁団体の事務もやっています
　平成3年の法律改正に伴い、町内会等が所有
　する不動産も町内会名義で登記ができるよう
　になりました。手続き方法について紹介しま
　す。

市民みんなの台所事情
　財政の現状、予算のしくみについて紹介しま
　す。

大切な市有財産
　市の財産の取得・管理・処分。土地開発公社
　について紹介します。
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諜 難 鐵

係育教校学

係育教会社

灘

鷺

鎌
体育係

情　報館
建設準備係

灘

織

叢

事務係

事　業　係

欝　
顯
　
　
難

難
雛
灘　
鰯　
華

難

　
　
　
　
　
難

叢　
叢
　
　
餐

　
　
　
　
繋

　
　
　
　
　
鐵

　　　灘i難　鍵　簸　雛　一
いきいきスクール・ステッブアッブ運動
　各学校の特色を生かし、子供たちが元気にい
　きいきと学校生活を送ることを目的としたス
　テップアップ運動事業を紹介します。
バランスのとれた学校給食
　子供たちの望ましい食習慣をつくる健康教育
　としての給食の役割について紹介します。

うるおいのあるまちに向けた芸術・文化活動
　市美術展、アートのあるまちづくり事業など、

　文化の香りのするまちづくりをめざす事業に
　ついて紹介します。

トレーニング室で健康づくり
　最新のトレーニングマシン、コンピュータに
　よるトレーニングメニューの提供など、リニ
　ューアルオープン（7月から開始）のトレー
　ニング室について紹介します。
ご利用ください「たいしの出前指導」

　スポーツ健康都市・十日町。スポーツ活動の
　より一層の充実を考えている団体等に、たい
　し（体育指導員）が出向いて実技指導を行い
　ます。バレーボール、テニス、ウオーキング
　など種目は様々、内容について紹介します。

「情報館」ってな一に

十日町情報館（仮称〉の建物の概要、機能に
ついて模型やO　H　Pを使って紹介します。

ご利用ください公民館施設
　公民館施設の内容、利用方法などについて紹
　介します。

参加しませんか公民館事業
　生涯学習を進める、公民館の様々な講座や学
　級の内容について紹介します。

世紀の大事業「十日町市史」の刊行

　資料編8巻、通史編6巻、刊行までに12年を
　費やし、郷土が生きてきた証を網羅する市史
　の内容、見所について紹介します。

青少年の交流の場
　約100人の男女ホーム生がいます。各種講座や

　クラブを通しながら交流を深めています。そ
　んな活動を紹介します。

明るい子供たちを育てよう
　少年補導委員、少年相談員の役割や活動につ
　いて紹介します。

国や市の仕事を決める大切な選挙
　「無駄にしないで、あなたの一票」大切な国
　政選挙、地方選挙の始まりから終わりまでに
　ついて紹介します。

農地の転用と権利移動
　農地（田、畑）を「住宅地にしたい、駐車場
　にしたい」、あるいは農地を「人に売りたい、

　貸したい」「買いたい」というときの諸手続に

　ついて紹介します。

利用権設定等促進事業の活用
　「農業の経営規模を拡大したいので農地を借
　りたい」「労力不足で農業を継続できないので

　農地を貸したい」というとき、貸したら返っ
　てこないということのない安心して貸し借り
　ができる制度を紹介します。

　
騰

　
　
　
欝

　
　
　
　
懇

　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
灘
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晒

篠

護

課

監理係

土木係

〃

製　潔　　
翻

難　
鑛
　
　
翻

　
　
讐

　
　
　
難

　
　
　
　
鑛

　
　
　
　
　
饗

藥

繋

鐵

謙

都市計画係
（区画整理課）

克　雪　係

維持係

建築住宅係

事業係

事務係

施設管理係

リゾート
推　進　係

懸

謹

簿

撚
霧
　
　
難
譲

事務係

建設係

維持係

浄配水場係

庶務管理係

　　　講　叢　灘　雛　鐡　一
商店街のにぎわいを高める万策
　商店街活性化事業、アーケード建設、街並み
　整備のための支援事業、中心市街地活性化の
　ための商業集積施設事業について紹介します。
妻有郷ここが見どころ
　「十日町雪まつり」「ミオンなかさと」など、

　妻有郷6市町村の観光スポットや特性を生か
　したまつり、イベントの紹介。今後の観光産
　業のあり方について紹介します。

毎日通る身近な市道
　市道には認定基準があります。市道の認定・
　廃止、道路使用許可申請の方法などについて
　紹介します。

安全な市道づくり

　市道の新設・改良・舗装、橋の新設について
　紹介します。

事業を進めるための用地の確保
　事業を行うにあたっては皆さんから協力いた
　だかなければなりません。そうした際の用地
　取得（道路、河川）、立木、その他の物件移転

　の補償について紹介します。
まちづくりに欠かせない都市計画
　十日町市の都市計画事業について紹介します。

豊かな水と利雪の研究
　市民生活に欠くことのできない水量の確保と、

　雪資源の有効利用について紹介します。
克雪宣言都市のまち
　「克雪都市」をめざして進めている除雪体制
　および道路や河川の維持管理について紹介し
　ます。

克雪住宅づくりの推進
　屋根雪下ろしにともなう道路交通障害の解消
　と、市民の危険防止を図る克雪住宅づくり資
　金貸付や補助制度について紹介します。

下水道のしくみ・その1
　下水道の計画から使用まで、下水道事業の全
　体について紹介します。

下水道のしくみ・その2
　受益者分担金・負担金制度、下水道料金の計
　算方法、排水設備等設置資金融資制度につい
　て紹介します。

下水道のしくみ・その3
　汚水をきれいにする処理場のしくみ、排水設
　備の申し込みから使用まで、合併浄化槽を設
　備する際の補助制度について紹介します。

美しいふるさとベルナティオ
　リゾート法の目的、ベルナティオの内容と利
　用、リゾートの開発計画について紹介します。

水道φしくみ・その1

　水道料金、給水の開始・休廃止などの諸手続
　き等、水道事業の全体について紹介します。
水道のしくみ・その2
　上水道・簡易水道の施設計画、建設について
　紹介します。

水道のしくみ・その3
　上水道・簡易水道の漏水修理などの維持管理、

　給水工事について紹介します。

水道のしくみ・その4
　安全な水をお届けする浄配水場の役割につい
　て紹介します。

子供たちのための学校施設整備
　小・中学校の校舎をはじめとした施設、教員
　住宅の整備・管理・建設などについて紹介し
　ます。
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世
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翻
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辺
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楽
し
み
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リ
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．
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．
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：　　　6月25日号のテーマ
：　　　　「花を咲かせる人』
「

　梅雨から初夏に向かうころ、当間高

原をはじめ、あじさい公園や弁天池、

各地の道路沿いなどの花々が次々に色

づき始めます。そんな花の名所を支え

る人々の思いをお伝えします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　6月10日㈱までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　盈57－3111内線213）

　
ぽ
く
た
ち
川
治
小
学
校
は
、
6
月
2
1
日
か
ら
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
で
開

か
れ
る
サ
ッ
カ
ー
の
大
会
に
行
き
ま
す
。
コ
モ
カ
ッ
プ
は
世
界
の
い
ろ
い

ろ
な
国
の
子
供
た
ち
が
参
加
す
る
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
大
会
で
、
子
供
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
僕
は
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
勝
敗
で
は
な
く
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
子
供
た

ち
と
交
流
す
る
こ
と
を
第
1
の
目
標
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
チ
ー
ム
を
組
ん
で
週
3
回
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

最
低
で
も
ー
・
2
回
は
勝
ち
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験
を
通
し
て
イ
タ
リ
ア
の
生
活
や
習
慣
な

ど
も
学
ん
で
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
く
前
に
イ
タ
リ
ア
語
を
い
く

つ
か
覚
え
、
会
話
が
で
き
る
よ
う
勉
強
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
私
は
イ
タ
リ
ア
に
行
く
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
イ
タ
リ
ア
に
行
っ

た
ら
や
り
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
イ
タ
リ
ア
の
人
た
ち
と
の
交
流
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

時
、
イ
タ
リ
ア
の
家
族
の
人
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
ま
す
。
家
族
の
人
た

ち
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。
知

ら
な
い
人
と
仲
良
く
な
り
た
い
で
す
。

・
二
つ
目
は
、
思
い
出
作
り
で
す
。
イ
タ
リ
ア
に
行
け
ば
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
応
援
を
し
た
り
、
各
国
の

選
手
に
声
を
か
け
た
り
、
コ
モ
の
町
の
取
材
や
人
々
と
の
触
れ
合
い
で
イ

タ
リ
ア
の
友
人
を
作
っ
た
り
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
が
残
る
国
際
交
流
が

で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑳　　いちぱんいいて

埼玉県富士見市水谷東3－20－3（市内為永出身・51歳）星野清一さん

　
八
箇
峠
を
越
え
る
と
「
雪
と
き
も
の
と
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
と
い
う
シ
ョ
ル
ダ
ー
フ
レ
ー
ズ
が
目

に
入
る
。
「
オ
ッ
！
十
日
町
に
着
い
た
な
」
と
い

つ
も
感
激
す
る
。
あ
の
看
板
は
い
い
。

　
雪
の
思
い
出
。
高
校
1
年
の
冬
。
「
お
い
、
汽

　
　
　
　
　
　
よ
ラ
つ

車
が
こ
ね
す
け
歩
ぽ
じ
ゃ
ね
え
か
」
「
そ
う
し
ょ

て
そ
う
し
ょ
て
」
な
ん
て
言
い
な
が
ら
、
下
条

か
ら
十
日
町
ま
で
歩
く
。
途
中
四
日
町
の
踏
切

で
後
か
ら
来
た
汽
車
に
追
い
越
さ
れ
る
。
悔
し

涙
に
く
れ
な
が
ら
学
校
に
つ
い
て
、
図
書
館
の

ス
ト
ー
ブ
で
ね
れ
た
服
を
乾
か
す
。
「
そ
ろ
そ
ろ

教
室
に
行
っ
て
み
よ
じ
ゃ
ね
え
か
」
と
準
備
し

て
い
る
と
先
生
が
や
っ
て
き
て
「
今
日
は
雪
が

ご
う
ぎ
だ
す
け
、
お
ま
え
た
へ
え
帰
ら
っ
し
や

い
」
、
何
の
こ
と
は
な
い
歩
い
て
ぬ
れ
て
服
を
乾

か
し
た
だ
け
の
1
日
。
雪
国
な
ら
で
は
の
切
な

く
も
楽
し
い
思
い
出
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
。
毎
年
秋
に
は
同
級
生
の
お
兄

さ
ん
か
ら
貴
重
な
新
米
を
分
け
て
も
ら
い
ま
す
。

お
兄
さ
ん
は
「
俺
が
生
き
て
い
る
う
ち
は
清
一

く
ん
の
分
は
と
っ
て
て
や
る
す
け
の
」
と
実
に

あ
り
が
た
い
こ
と
を
い
と
も
簡
単
に
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
お
陰
様
で
あ
の
米
騒
動
の
時
に
も
全

く
心
配
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
印
刷
さ
れ
た
袋
を
持
っ
て

精
米
所
に
行
く
と
、
居
合
わ
せ
た
人
に
「
あ
…

魚
沼
産
で
す
か
」
な
ど
と
た
め
息
ま
じ
り
に
言

わ
れ
、
た
ま
ら
な
く
う
れ
し
く
な
る
。
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
贈
り
物
に
も
絶
大
な
力
を
発
揮
す
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
な
ん
と
言
っ
て
も
「
と

お
か
ま
ち
が
い
ち
ば
ん
い
い
て
！
」
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サ
ッ
カ
ー
は
世
界
の
共
有
文
化

富井健児さん
　（八幡田町）

一
人
で
は
行
か
せ
な
い

庭野信子さん
　（江道）

　
私
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
出
会
っ
た
の
は
1
9
7
8
年
の
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
大
会
で
す
。
高
校
生
の
私
は
、
試
合
で
観
た
世
界
の
ス
タ
ー
選
手
に
憧

れ
、
毎
日
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
十
日
町
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
に
籍
を
置
く
現
在
ま
で
、
2
0
年
以
上
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
は
ボ
ー
ル
一
つ
で
誰
も
が
で
き
る
手
軽
さ
か
ら
、
世
界
で
最

も
愛
さ
れ
る
ス
ポ
ト
ツ
と
な
り
、
世
界
の
共
有
文
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
国
の
威
信
を
か
け
て
闘
う
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
頂

点
に
位
置
す
る
大
会
で
す
。
こ
の
大
会
で
は
過
去
に
試
合
判
定
を
め
ぐ
り

戦
争
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
私
の
周
り
だ
け
で
も
約
2
0
人
が
フ
ラ

ン
ス
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
初
勝
利
を
信
じ
精
一
杯
応
援
し
て
き
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
バ
カ
の
旦
那
を
一
人
で
行
か
せ
な
い
た
め
に
、
私
も
フ
ラ
ン

ス
に
行
き
ま
す
。
旦
那
の
サ
ッ
カ
ー
バ
カ
に
は
あ
き
れ
ま
す
。
本
人
も
選

手
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
冬
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
等
ほ
と
ん
ど
の
日
曜

日
が
サ
ッ
カ
ー
で
潰
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

　
最
終
予
選
イ
ラ
ン
と
の
試
合
が
行
わ
れ
た
夜
は
、
と
て
も
寝
付
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
う
る
さ
く
て
…
。
次
の
日
に
旦
那
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
一
人
で
行
か
せ
て
な
る
も
の
か
と
思
い
「
あ
っ
そ
う
。

じ
ゃ
私
も
」
と
言
い
ま
し
た
。
旦
那
は
旅
費
が
倍
に
な
る
と
当
た
り
前
の

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
訳
で
フ
ラ
ン
ス
を
楽
し
み
、
少
し
だ

け
日
本
代
表
の
応
援
を
し
て
き
ま
す
。

煮
脊差グ企

ヴー

グ
⑱

引
　　き染めの仕事をして7年目、職場では14

　人の先輩・後輩とともに毎日技を磨いて

います。自ら手がけたきものが工程を経て彩

りを放つ時、何よりも喜びを感じます。きも

のの世界は一方で、技の世界でもあります。

あ　　らゆる職人の世界で、技を極めることが
　難しいように、引き染めの技術にも上限

はありません。色の濃い高度な染めを手掛け

るようなった2・3年前から、あらためてこ

の仕事の奥深さを感じています。

趣　　味はドライブです。先日は長野方面に行
　　き、エムウェーブやホワイトリンクを見

てきました。オリンピックの行われた現地に

立つだけで、不思議とあの感動がよみがえる

ものです。連休にはディズニーランドや富士

急ハイランドまで出かけます。車で行ける場

所はほぽ走破しました。これからは交通手段

をかえて、九州や北海道にも遠出してみたい

ですね。周囲を見て回ることで自分の住む町、

ここ十日町を再認識できるんですよ。

※テニスをはじめスポーツ全般を一通りこなすという田村さ

　んの紹介で次回は喜多文子さんにバトンタッチ。

　　　　避　　　　ゆぜ　　　びや　　　ダヘリヘ

　、抑ガ縛　　 ！
　轟鍵馳酒〆

ノ9魂

粉鮮
。
ト

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ06

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

　牛
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

の刊
實
0
3
，
3
5
4
6
匿
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

葛
飾
区
新
潟
県
人
会
に

十
日
町
市
長
初
の
出
席

　
4
月
2
6
日
㈲
に
葛
飾
区
内
の
水

元
公
園
で
予
定
さ
れ
て
い
た
「
葛

飾
こ
ど
も
の
祭
り
」
は
、
雨
天
の

た
め
2
9
日
に
順
延
さ
れ
て
行
わ
れ
、

2
万
5
千
人
の
人
出
が
あ
り
ま
し

た
。　
こ
の
祭
り
の
た
め
に
十
日
町
か

ら
大
型
ダ
ン
プ
5
台
の
雪
を
運
び

込
み
、
滑
り
台
と
し
て
子
供
た
ち

に
提
供
し
ま
し
た
。
朝
9
時
3
0
分

に
祭
り
が
始
ま
る
と
、
終
わ
り
の

3
時
ま
で
約
5
0
人
の
子
供
た
ち
が

常
時
列
を
な
す
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

こ
の
時
の
様
子
が
写
真
及
び
「
新

潟
県
十
日
町
市
」
と
い
う
名
入
り

で
、
産
経
新
聞
や
東
京
新
聞
に
大

き
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
5
月
8
日
樹
、
か
つ
し
か
シ
ン

ホ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ
た
葛

飾
区
新
潟
県
人
会
（
会
員
約
5
5

0
人
）
に
本
田
市
長
が
初
め
て
出

席
し
ま
し
た
。
2
月
に
行
わ
れ
た

同
会
の
新
年
会
に
事
務
所
が
参
加

し
た
際
、
役
員
の
方
か
ら
市
長
の

出
席
を
強
く
要
請
さ
れ
て
の
も
の

で
す
。

　
会
旗
の
入
場
に
始
ま
っ
た
こ
の

会
は
、
来
賓
と
し
て
市
長
の
ほ
か

に
青
木
葛
飾
区
長
や
区
会
議
員
も

出
席
し
て
お
り
、
総
勢
約
1
5
0

人
の
に
ぎ
や
か
な
会
で
し
た
。
最

後
は
輪
に
な
っ
て
十
日
町
小
唄
を

踊
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
5
月
31
日
㈲
に
柴
又
帝

釈
天
で
「
柴
又
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
用
と
し
て
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
寄
付
や
物
産
販
売
な
ど
、
十

日
町
と
し
て
も
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
会
の
交
流
も
こ
の

夏
か
ら
始
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
な
ど
、
葛
飾
と
の
交
流
が
始
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　6月12日働

②交通事故相談　　　　6月8日（月）

③巡回職業援助相談　　6月19日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
業
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
6

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤
6月11日休）栃倉光弁護士

　　25日㈲　　畑七起弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

ヲロホ，り一ピス
雷十日町市観光鯖報

　　　　　　　　57幽0500

露くらしのダイヤル

　　　025幽285葡7000
6／1～6／8　クーリング・オフ制度とは

6／8～6／15　U　V化粧晶の効果は？

β／15～6／22消費生活相談事例

　　　　　～補習用教材の
　　　　　　　　　　トラブル～
6メ22～6／29健康志向商晶の契約トラ

　　　　ブル
6！29～期6　こんな食中毒に気を付けて

か
け
ま
せ
ん
か

灘
盟
灘

市
吹
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

獲
日
時
H
6
月
1
3
日
ω
午
後
7
時
～
（
6

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
目
市
民
会
館
ホ
ー

ル
雛
曲
目
H
コ
ー
ラ
ル
ブ
ル
ー
、
朝
鮮
民

謡
の
主
題
に
よ
る
変
奏
曲
、
カ
ル
メ
ン
よ

り
、
組
曲
「
火
の
鳥
」
よ
り
、
ほ
か
霧
入

場
料
H
7
百
円
（
前
売
当
日
と
も
、
小
学

生
以
下
無
料
）
獲
間
合
せ
H
富
沢
勉
（
盈

57
1
5
8
4
4
）
へ
。

新
日
本
フ
ィ
ル

　
　
室
内
合
奏
団
演
奏
会

霧
日
時
H
7
月
n
日
㈹
午
後
6
時
～
（
5

時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
H
六
日
町
文
化
会

館
ホ
ー
ル
霧
曲
目
H
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
、
「
四
季
」
よ
り
”
春
”

”
秋
”
、
カ
ノ
ン
ほ
か
霧
入
場
料
H
S
席
4

千
円
、
A
席
3
千
円
（
税
込
、
当
日
5
百

円
増
）
高
校
生
以
下
千
円
割
引
霧
間
合
せ

”
六
日
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
（
智

0
2
5
7
－
7
3
1
5
5
0
0
）
へ
。

第
1
4
回
招
待
親
善

　
　
　
　
　
高
校
野
球
大
会

霧
日
時
U
6
月
6
日
㈲
・
7
日
㈲
霧
場
所

H
市
営
笹
山
野
球
場
霧
招
待
校
H
桐
蔭
学

園
高
等
学
校
（
神
奈
川
）
霧
試
合
日
程
H

6
日
第
1
試
合
髄
対
十
日
町
高
校
（
午
前

10
時
3
0
分
～
）
第
2
試
合
“
対
総
合
高
校

（
午
後
1
時
～
）
7
日
第
1
試
合
髄
対
川

西
高
校
（
午
前
9
時
～
）
第
2
試
合
“
対

十
日
町
高
校
（
午
後
0
時
3
0
分
～
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

笏
日
時
判
6
月
4
日
㈱
・
1
8
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
雛
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
霧
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童

家
庭
係
へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
、
子

供
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

6
月
の
「
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
」

　
3
歳
未
満
の
子
供
の
い
る
皆
さ
ん
、
親

子
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

雛
日
時
・
場
所
H
2
日
㈹
∵
1
6
日
㈹
∵
3
0

日
㈹
市
民
体
育
館
、
9
日
㈹
・
2
3
日
㈹
サ

ン
ク
ロ
ス
十
日
町
※
9
日
は
和
田
敬
子
先

生
を
迎
え
て
行
い
ま
す
。
膨
問
合
せ
H
公

民
館
本
館
（
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

第
1
0
回

十
日
町
さ
つ
き
ま
つ
り

　
さ
つ
き
の
一
般
公
開
と
即
売
を
行
い
ま

す
。
笏
日
時
H
6
月
6
日
㈹
・
7
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
7
時
（
7
日
は
午
後
3
時

ま
で
）
纏
場
所
H
市
民
体
育
館

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
6
月
1
9
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
i
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

　
　
ぎ

鱗
灘
．

織
　
蓬

雛
覇
灘

、
馨
鰻
・

難
繊
聾
醗
．

　
　
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑭

　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い
1

　
　
　
十
日
町
駅
地
下
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

撫

　
市
で
は
、
芸
術
・
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
十
日
町

駅
の
東
口
と
西
口
を
結
ぶ
連
絡
地
下
道
に
設
置
し
て
あ
る
「
十
日
町
駅
地

下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
へ
の
展
示
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
陶
芸
・
絵
画
・
写
真
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
展
示
作
品
　
作
品
の
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
、
何
で
も
結
構
で
す
。
た
だ

　
し
、
次
の
物
は
除
き
ま
す
。

①
営
業
や
販
売
等
を
目
的
に
展
示
す
る
物

　
②
な
ま
物
や
腐
り
や
す
い
物

■
展
示
ス
ペ
ー
ス
　
間
ロ
ー
5
m
×
奥
行
3
5
㎝
×
高
さ
1
7
5
㎝
以
内
（
2

　
ブ
ー
ス
あ
り
ま
す
）
。

■
展
示
料
金
　
無
料
（
た
だ

し
、
展
示
な
ど
に
か
か
る

装
飾
代
は
展
示
者
の
負

担
）
■
展
示
期
間
原
則
と
し

　
て
、
2
週
間
以
上
1
か
月

未
満
（
期
間
の
短
縮
や
延

長
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）
。

■
申
し
込
み
　
社
会
教
育
課

　
（
公
民
館
本
館
内
智
5
7
－

5
0
1
1
）
へ
。

プ2

＼こと腱泪譲意じ癒くださ鱒。①幽i磁戴る離濾i漢毯鰭蓬歪戴羅撫癒動じ癒藩）。裟艶簿黍懸

　き先、帰竈時閥等巻家族磁難鰍獲おく。②戴蹴蓬懲薬朋る騨服装懸行動塗る、

　③その田の体調巻考薫、漢膨羅無理を琶鞍麟。



◆
第
31
回
市
展
ポ
ス
タ
ー
募
集
1
0
月
1
8

日
㈹
～
2
0
日
㈹
に
開
催
す
る
十
日
町
市
美

術
展
の
p
R
用
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

窃
規
格
H
大
き
さ
”
縦
54
㎝
×
横
3
9
㎝
、

色
“
地
色
（
白
）
を
含
め
3
色
、
文
字
”
第

31
回
市
展
、
内
容
は
美
術
展
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
笏
採
用
作
品
H
1
点
（
賞
金
1
万

5
千
円
）
、
佳
作
（
賞
品
）
籔
申
込
み
H
7

月
2
1
日
㈹
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
公
民
館

本
館
内
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

◆
玉
掛
技
能
講
習
会
　
の
日
時
H
7
月
7

日
㈹
～
1
0
日
働
笏
受
講
資
格
H
満
1
8
歳
以

上
で
、
玉
掛
業
務
の
経
験
が
6
か
月
以
上

あ
る
人
籔
主
な
内
容
H
学
科
・
実
技
試
験

（
労
働
安
全
衛
生
法
資
格
付
与
技
能
講
習
）

鯵
締
め
切
り
H
6
月
2
3
日
㈹
（
定
員
㎜
人

に
な
り
次
第
締
切
）
笏
会
場
H
魚
沼
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
西
泉
田
）

の
申
込
み
H
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
智
0
2
5
7
f
72
1
4
5
5
4
）
へ
。

◆
第
1
3
回
水
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
作
晶
募
集
　
笏
テ
ー
マ
H
①
水
辺

の
憩
い
、
水
の
あ
る
風
景
②
暮
し
の
中
で

毎
日
使
う
水
③
作
物
草
木
を
育
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
む
水
④
ダ
ム
や
水
路
な
ど
水

を
つ
く
る
施
設
⑤
歴
史
と
と
も
に
あ
る
街

の
中
の
水
鯵
部
門
“
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の

部
（
キ
ャ
ビ
ネ
以
上
）
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド

の
部
（
3
5
㎜
～
6
×
9
版
）
傷
申
込
み
“

6
月
2
0
日
ω
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
1
0
7
i
O
O
5
2
東
京
都
港
区
赤
坂

6
1
2
－
8
働
水
資
源
協
会
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
係
智
0
3
1
3
5
8
4
1
4
1
6
6

㈹

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
一
一
〇
番

　
借
金
返
済
で
お
悩
み
の
方
、
新
潟
県
青

年
司
法
書
士
協
議
会
が
電
話
相
談
を
受
け

ま
す
。
笏
日
時
H
6
月
7
日
㈹
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
傷
電
話
番
号
H
O
2
5
1
2

2
8
1
1
6
1
2
（
当
日
限
り
）
の
相
談

料
H
無
料

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

笏
募
集
期
間
H
5
月
2
5
日
㈲
～
6
月
1
0
日

㈱
窃
申
込
み
・
問
合
せ
H
建
設
課
建
築
住

宅
係
※
収
入
限
度
額
等
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
家
賃
は
収
入
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

物　　　　件 闘取鰻 家　賃

谷内丑市営住宅
昭和60年建設1戸

6畳　2室
4．5畳1室
D　K

18，300円
～40，200円

黒沢市営住宅

昭和51年建設1戸

6畳　1室
4．5畳1室
D　K

lL800円
～25，900円

黒沢県営住宅

昭和47年建設1戸
6畳3室
3畳　1室
D　K

20，700円
～45，400円

新座県営住宅

昭和31年建設1戸

6畳　1室
4．5畳1室
台所

8，200円

～18，100円

◆
年
金
の
支
払
通
知
及
び
振
込
通
知
が
年

1
回
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保

険
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
の
、

年
金
の
支
払
通
知
及
び
振
込
通
知
が
年
1

回
の
通
知
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
年
6
回
、
年
金
の
支
払
い
毎

に
送
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
6
月
の
支
払

分
か
ら
、
向
こ
う
1
年
間
の
支
払
通
知
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
郵
便
局
で
現
金
に

よ
る
支
払
い
を
受
け
る
皆
さ
ん
に
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
支
払
期
毎
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

◆
信
濃
川
（
夜
問
）
水
防
訓
練
実
施

雛
日
時
H
6
月
1
0
日
㈱
午
後
7
時
3
0
分
～

午
後
9
時
3
0
分
霧
場
所
H
信
濃
川
河
川
敷

（
妻
有
大
橋
付
近
）
霧
主
催
H
信
濃
川
・

魚
野
川
水
防
連
絡
会
（
十
日
町
地
域
）

◆
「
ク
回
ス
ー
0
」
が
休
館
し
ま
す

　
業
務
の
都
合
に
よ
り
6
月
9
日
㈹
～
1
0

日
㈱
の
2
日
問
休
館
し
ま
す
。
な
お
毎
月

第
2
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

加
し
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
電
気
教
室

雛
日
時
・
内
容

実施日 時　間 内　　　容

6／17
㈱
9二30
～12二〇〇

開講式
電気に関する基礎知識

7／15
㈱
9＝30
～11二30

電気料金のしくみ
配続器具修理

8／19
㈱
9二30
～13二〇〇

やりくりナイトで快適ライフ
200ボルト体験料理

9／16
㈱

8二〇〇

～16：00

施設見学会
東京電力柏崎刈羽原子力発電所

10／21

㈱
10二30

～13＝00

閉講式
住まいの照明について

霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
纏

定
員
日
2
0
人
（
先
着
順
）
籔
参
加
費
H
千

5
百
円
雛
申
込
み
目
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
（
智
52
－
3
1
0
7
）
へ
。

⑭

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
　
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
市
内
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
7
8
人
い
ま
す
。
ど
ん
な
仕

事
を
し
て
い
る
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

騒
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な

　
る
に
は
資
格
が
い
る
の
で
す
か
。

囚
特
に
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
が
、

　
市
町
村
の
議
会
議
員
の
選
挙
権

　
を
有
す
る
人
で
、
人
格
識
見
が

　
高
く
、
広
く
社
会
の
実
情
に
通

　
じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意

　
の
あ
る
人
で
す
。

麗
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
市

　
長
が
委
嘱
す
る
の
で
す
か
。

囚
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

　
身
分
は
非
常
勤
の
地
方
公
務
員

　
扱
い
で
す
。

翻
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
ど

　
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す

　
か
。

囚
民
生
委
員
は
、
地
域
の
要
援

　
護
者
（
世
帯
）
へ
の
個
別
援
助

　
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
地

　
域
住
民
の
個
別
調
査
、
②
援
助

　
が
必
要
な
人
へ
の
保
護
指
導
、

　
③
社
会
福
祉
施
設
や
行
政
と
連

　
絡
を
と
り
あ
い
適
切
な
サ
ー
ビ

　
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

　
必
要
に
応
じ
生
活
指
導
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
活
動
内
容
は
、
社
会
・
経
済

　
情
勢
の
変
化
で
著
し
く
増
大
し
、

　
多
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

　
た
め
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

　
今
ま
で
以
上
に
地
域
住
民
と
行

　
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て

　
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

翻
任
期
は
何
年
で
す
か
。

囚
3
年
で
す
。
た
だ
、
補
欠
の

　
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で

　
す
。
今
年
は
改
選
の
年
で
す
。

躍
主
任
児
童
委
員
の
方
も
い
る

　
そ
う
で
す
が
、
何
人
で
主
に
何

　
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

囚
7
人
お
り
、
児
童
福
祉
に
関

　
す
る
事
項
を
担
当
し
、
児
童
相

　
談
所
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
所
、

　
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
等
と
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
携
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福

祉
向
上
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
火
曜
日
と
木
曜
日
（
午

後
1
時
～
4
時
）
市
役
所
で
心
配

ご
と
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く幽菜採脚こよる幽での遭難者多発〉

　新緑の時期を迎え、幽菜採顔に出かける人が多く見受けられます

が、5月に入り曲での遭難者が多発しています。山菜採りでは次のノ

ド
…
卜
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こ
う
れ
い

10
年
度
幸
齢
大
学
生
募
集

　
介
護
は
今
後
の
超
高
齢
化
社
会
の
中
で

は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。
1
2
年
に

ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
の
利
点
を

誰
も
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
向
け
、
と
も
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。
霧

日
時
”
6
月
～
1
2
月
（
約
1
0
回
）
毎
月
第

2
・
4
木
曜
の
午
後
7
時
3
0
分
～
（
昼
問

に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
雛
場
所
U
公

民
館
本
館
霧
対
象
H
性
別
年
齢
問
わ
ず
霧

申
込
み
H
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0
1

1
電
話
申
込
可
）

え
ぶ
ろ
ん
ク
ツ
キ
ン
グ
教
室

霧
期
目
・
内
容
“
6
月
1
1
日
㈱
「
挑
戦
！

本
格
中
華
」
焼
豚
・
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
ほ
か
、

6
月
2
5
日
「
ス
ペ
イ
ン
の
家
庭
料
理
」
イ

カ
の
ん
ペ
イ
ン
風
・
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
ほ
か

雛
時
間
H
各
回
と
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後
1
時
3
0
分
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日

町
営
業
所
雛
参
加
費
H
各
圓
と
も
5
百
円

雛
定
員
H
各
回
と
も
1
8
人
（
先
着
順
）
雛

問
合
せ
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
盈
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

女
性
の
た
め
の

　
　
県
政
ふ
れ
あ
い
講
座

　
女
性
の
県
政
へ
の
関
心
を
高
め
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
へ
の
参
画
と
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
を
目
的
に
講
座
を
開
き
ま
す
。
霧
場
所

“
上
越
総
合
庁
舎
ほ
か
霧
参
加
費
H
無
料

（
交
通
費
・
食
事
代
は
個
人
負
担
）
霧
申

込
み
H
6
月
2
日
㈹
ま
で
に
企
画
人
事
課

企
画
係
へ
。
※
保
育
室
あ
り
ま
す
（
た
だ

し
要
予
約
）
。

第
3
回
十
日
町
女
性

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

霧
日
時
H
6
月
1
4
日
㈲
午
後
2
時
～
4
時

雛
場
所
目
公
民
館
本
館
雛
講
師
・
演
題
H

関
根
富
紀
子
さ
ん
（
柏
崎
女
性
プ
ラ
ン
推

進
会
議
運
営
委
員
）
・
女
性
学
の
す
す
め
霧

入
場
料
H
2
百
円
（
資
料
代
）
霧
問
合
せ

H
児
玉
悦
（
稲
葉
智
57
－
5
4
8
6
）
へ
。

※
保
育
室
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
要
予
約
）
。

レ
デ
ィ
ー
ス
＆
ヤ
ン
グ

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
h
妻
有
9
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
交
通
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
実
施
し

て
い
る
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
も
今
年

で
5
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
県
警

白
バ
イ
隊
の
模
範
走
行
も
行
わ
れ
ま
す
。

霧
日
時
H
6
月
1
4
日
㈲
午
前
8
時
～
午
後

2
時
霧
場
所
1
ー
グ
リ
ン
ピ
ア
津
南
第
2
駐

車
場
霧
参
加
費
日
千
円
霧
申
込
み
H
市
民

生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。

苗
場
山
清
掃
登
山

　
お
だ
ま
き
山
の
会
で
は
恒
例
の
苗
場
山

清
掃
登
山
を
実
施
し
ま
す
。
霧
日
時
“
6

月
1
4
日
㈲
雛
定
員
H
2
0
人
（
先
着
順
）
霧

申
込
み
目
公
民
館
本
館
霧
問
合
せ
H
野
上

良
三
（
奮
5
7
－
4
9
3
0
）
※
後
日
参
加

者
に
説
明
会
あ
り
。

▼

交通安全について
　家庭で話し合いましょう

　本格的な行楽シーズンを迎え、人や車の

動きが活発になってきます。交通ルールを

無視した行動が多くなり、例年交通事故が

多発しています。

※毎月10目は交通安全家庭の目です

　家族が交通事故を起こさない、遭わない

ために、家庭内で交通安全について話し合

いましょう。

※梅雨時の交通事故防止

　6月は雨の多い季節で肉体的・精神的に

不快感を感じる時期です。

　歩行者は運転者の立場になって、

　運転者は歩行者の立場になって、

　　＿　安全を第一に行動しましょう。

◎
．

市内の4月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 11（69） 11（74） 0（0） 39（224）

9年 22（63） 22（67） 0（2） 23（172）

　　　　●、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報

　
～
7
月
1
日
オ
ー
ブ
ン
～

　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
今
回
導
入
さ
れ
る
主
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
次
の
と
お

り
で
す
。

バ
イ
ク
ー
2
台
、
ス
テ
ア
マ
ス
タ
ー

4
台
、
チ
エ
ス
ト
プ
レ
ス
、
シ
ョ

ル
ダ
ー
プ
レ
ス
、
バ
ッ
ク
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
、
ハ
イ
プ
ー
リ
ー
、

ロ
ー
プ
ー
リ
ー
、
レ
ッ
グ
カ
ー
ル
、

レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
、
レ

ツ
グ
プ
レ
ス
、
ト
ー
タ
ル
ヒ
ッ
プ
、

フ
ラ
イ
、
ダ
ン
ベ
ル
ほ
か

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
最

新
マ
シ
ン
の
導
入
に
と
ど
ま
ら
ず

市
民
の
方
々
に
効
率
よ
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る

デ
ー
タ
管
理
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
処
方
の
修
正
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め

初
回
利
用
時
に
は
『
登
録
講
習
会
』

の
受
講
が
必
要
で
す
。

※
機
器
入
れ
替
え
の
た
め
、
6
月

1
日
㈲
～
3
0
日
㈹
ま
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

◆
登
録
講
習
会
　
7
月
1
日
㈱
か

ら
開
始
。
予
約
は
6
月
1
0
日
㈱
か

ら
受
付
け
ま
す
。
予
約
は
お
早
め

に
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
行
　
利

　

金
　
　
　
　
　
坊
肋

料
　
　
　
　
　
　
　
　
会
㈱
　
｝

用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習
日
　
コ

U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
ー
　
グ

禾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
録
月
九
ン

室
登
7
上
二
。

グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
以
ン
す

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
生
ラ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
限
学
　
、
れ

二
　
　
　
　
　
　
　
　
販
に
中
は
ま

周
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
人
（
に
含

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
券
た
す
料
も

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
し
ま
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
了
い
利
用

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

◆
総
合
体
育
館
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
好

評
実
施
中
／
　
笏
時
間
目
昼
“
毎

週
火
曜
午
前
1
0
時
～
午
前
H
時
3
0

分
、
夜
“
毎
週
木
曜
午
後
7
時
3
0

分
～
午
後
9
時
笏
参
加
料
目
1
回

百
円
◆
総
合
体
育
館
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
　
縁
日
時
日
毎
週
水
曜
午
後

7
時
3
0
分
～
午
後
9
時
勿
参
加
料

H
1
回
百
円

※
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
の
対
象
は
高
校
生
以
上
。
な
お
、

日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
H
総
合
体
育
館
（
盈
52

－
4
3
7
7
）
へ
。

一般塙校生 中学生

1圃券 300円 150円
3か月券 3，000円 1，500円

6か月券 5，000円 2，500円

9か月券 6，000円 3，000円

12か月券 7，000円 3，500円
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健康福祉課暦57－3111

日
本
脳
炎
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

覆
該
当
す
る
子
供

接
種
日
現
在
「
満
3
歳
～
小
学
校
入
学

前
」
で
、
次
に
該
当
す
る
子

①
1
期
初
回
（
1
～
4
週
間
隔
で
2
回
接

趨愈像甑贈ゑ鍛．漣本一の健康都市づくり

蠕”⊥璽凹植一藍＾一白　　　　　　　　　　　く日程表＞

、1舞霧萎懸．鷹
1轍難灘灘燕麟毒 饗灘鯵』

鍛鰻
『懇團懸 濃團欝 灘醐、

西・六箇・八箇小学校区 6月5日㈹ 6月12日㈹
午
後
1
3
0
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

誰臼町・赤倉小学校区 6月16日（幻 6月23日（幻

下条・中条・東下組小学校区 7月2日（木） 7月9日休）

川治小学校区 7月10日㈹ 7月17日㈹
畜田・東小学校区 7月14日（幻 7月21日（幻

水沢・飛一・飛こ小学校区 7月23日休》 7月30日（木）

　
種
と
満
3
歳
に
達
し
た
子
と
、
今
ま
で

　
に
初
回
免
疫
の
済
ん
で
い
な
い
子

②
1
期
追
加
（
1
回
接
種
と
前
年
に
1
期

　
初
回
免
疫
が
済
ん
だ
子

■
受
け
ら
れ
な
い
子
供

①
B
C
G
・
麻
し
ん
接
種
後
1
か
月
を
経

過
し
な
い
子

②
体
に
広
く
湿
し
ん
の
あ
る
子

③
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害

　
の
あ
る
子

ロ
注
意
す
る
こ
と

①
「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
（
◆
日
本

　
脳
炎
）
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

②
医
師
に
よ
る
予
診
（
視
診
、
聴
診
）
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
脱
ぎ
や
す
い
服
で
来

　
て
く
だ
さ
い
。

・
持
参
す
る
物

①
母
子
健
康
手
帳
②
体
温
計

③
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
な
い
と

　
き
は
、
登
録
し
て
あ
る
市
町
村
で
発
行

　
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も

　
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
保
育
所
・
幼
稚
園
児
は
、
保
育
所
等
を

通
し
て
間
診
票
を
渡
し
ま
す
。

日
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

　
今
年
に
入
っ
て
つ
つ
が
虫
病
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
な
い

も
の
の
、
治
療
の
遅
れ
は
命
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
診
断
、
早
期

治
療
が
肝
心
で
す
。

　
つ
つ
が
虫
は
肌
の
柔
か
い
部
分
を
直
接

刺
す
の
で
、
草
む
ら
で
の
作
業
の
際
に
は
、

皮
膚
を
露
出
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
き
　
ひ

ま
た
、
ダ
ニ
忌
避
剤
の
塗
布
な
ど
も
予
防

に
な
り
ま
す
。
草
む
ら
で
横
に
な
っ
た
り
、

草
の
上
に
置
い
た
衣
類
を
再
び
身
に
付
け

な
い
で
く
だ
さ
い
。

甲6月の休日救急医

7日（日）

池田医院（本町西1）奮52－2581
14日（月）

川西町診療所　（川西町）豊68－2034

津南病院（津南町）盈65－3161
21日（日〉

庭野医院（寿町4）費52－2711
28日（日）

山口医院（袋町中）盈52－2174

むし歯のないよい歯の子
　4月の3歳児健診を受けた子27人

者
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生
蔵
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護
正
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和
弥
健
知
芳
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6月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児1

10日

㈱

午後1時

　～1時45分

6年12月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

18日

㈹

午後1時

　～1時45分

8年12月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

24日

㈱

午後塒

　～1時30分

10年2月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

23日
（火）

午前9時15分

　　～10時

9年8月
生まれの乳児

麟講鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成7年1月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。7月の
　健診対象者に検査セット等を送付しますので、6月15
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

6月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター
1・8・15・

22・29日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティーセンター

9日㈹
午前9時～11時30分

大細コミュニテ春セン外 午後1時30分～4時

就業改善センター

18日㈲

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
斗士 19日㈹ 午前9時～11時30分

中条地区公民館

26日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

、

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を／
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

6月の献血車
◆全血献血　9日（幻（午前）㈱関芳

　　　　　　　　　　（午後）県立十日町病院

　　　　　　23日（火〉（午前）睦織物㈱

　　　　　　　　　　（午後）島善織物㈱川治工場

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～4時

◆成分献血　17日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　「十日町市にコモ市rコモ湖の重要なシンボルが設置さ

れることになりました」というコモ市長からのメッセージ

同様、5月3日、ルチヲというコモ湖に浮かぶ小舟が十日

町駅西に永続的に設置されたことを私（アドゥア）は大変

うれしく思います。なお、1997年1月、コモ市長は私の提

案に基づいてルチアを贈ることを決めたのです。

　イタリアの汰作家アレッサンドロ・マンゾー二が「婚約

者」という小説の舞台をコモ湖にしたことでルチアがイタ

リア国外でも有名になりました。この小説は結婚の約束を

しているレンツォ（男性）とルチア（女性）のストーリー

ですが、様々な理由で約束を果たすことができませんでし

た。また、17世紀ころコモ湖地方はスペインの支配下で、

ルチアはスペイン人から逃れるため夕方小舟に乗って故郷

を離れます。そこからこの小舟がルチアζ呼ばれるように

なりました。「婚約者」の日本語訳も出版されています。

　すらりとしてエレガントな容姿だと思いませんか。今回

贈られた「ルチア」は、30年程前の物でコモ湖岸の造船所

で修復された歴史のあるものです。「ルチア」の設置で、ま

た一つイタリアの文化が十日町市に根付きました。市民の

皆さん、ぜひ一度ご覧ください。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
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さわやか十中をめざす
　　ボランティア活動

十日町中学校
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　十日町中学校では、生徒会活動の一環と

して、ボランティア活動を行っています。

毎月第1・3土曜日の午後、希望者を募り

特養ホーム三好園に行き、お年寄りの世話、
　　　ふ
車椅子拭き、園内の清掃等の体験・奉仕活

動を行っています。この活動はすでに4年

目になり、毎年延べ100人近くが参加してい

ます。また、昨年からは吹奏楽部が三好園

訪問演奏に取り組んだり、1年生がハート

アンブレラ活動で傘立てを作るなど、ボラ

ンティアの輪が徐々に広がっています。今

年度の生徒会スローガンは「真心の花を咲

かせよう！」です。生徒たちは思いやりの

心を培うため、ボランティア活動の輪を広

げたいと考えています。今年度は三好園訪

問のほかに、地域のごみ拾い、FlowerOpen

作戦（花を育てて寄贈する）等にも挑戦す

る予定です。今後の活動でボランティアの

「さわやかな心の花」が咲くことを期待し、

取り組んでいきたいと思います。

　
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
明
け
た
1
9

9
8
年
も
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
来
月
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ン
に
は
お
待
ち
か
ね
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
フ
一
フ
ン
ス
大
会
が
、
ま
た
姉
妹
都
市
イ
タ

リ
ア
・
コ
モ
市
で
は
コ
モ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
子
供
た
ち
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）
が

開
催
さ
れ
、
川
治
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
参

加
し
ま
す
。
ボ
イ
ス
ア
ッ
プ
の
コ
ー
ナ
ー
で

も
直
接
フ
ラ
ン
ス
ま
で
行
っ
て
応
援
す
る
人

た
ち
、
川
治
小
の
子
供
た
ち
の
声
を
拾
い
ま

し
た
。
ぜ
ひ
そ
の
場
に
行
け
な
い
人
た
ち
の

分
ま
で
応
援
、
そ
し
て
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を

し
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
9
月
6
日
㈲
は
何
の
日
か
知
っ

て
い
ま
す
か
。
そ
う
で
す
。
市
民
体
育
大
会

（
市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
の
日
で
す
。
早
い

チ
ー
ム
で
は
そ
ろ
そ
ろ
選
手
選
考
な
ど
の
動

き
が
出
始
め
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
ま
た
、

「
出
る
か
ら
に
は
優
勝
を
」
と
い
う
声
と
と

も
に
、
「
せ
っ
か
く
の
日
曜
日
を
な
ぜ
」
と
い

う
声
も
あ
る
よ
う
で
す
。
4
年
に
1
度
の
市

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

感
覚
と
ま
で
は
言
わ
な
く
て
も
、
ぜ
ひ
大
勢

の
方
か
ら
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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編
・
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・
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十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い
．

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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